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弊社フリー・ソフトウェア・パッケージをご使用いただくにあたって 
 

この度は弊社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。本ソフトウェア・パッケージ

は弊社製品と組合せて使用することを前提に製作されたフリー・ソフトウェアです。このソフトウェ

ア・パッケージを使用する前に下記の「使用上の注意」を必ずお読みください。なお、お客様が期待さ

れている効果を得るためのこのソフトウェアの選択、導入、使用および使用の効果につきましては、お

客様の責任とさせていただきます。

 

■ソフトウェア・パッケージご使用上の注意 

 

 
 

本製品を使用中にデータなどが消失した場合でも、データなどの

保証は一切いたしかねます。 
故障に備えて定期的にバックアップをお取りください。 

 

 

本製品は以下の様な場所で使用または保管しないでください。 
故障の原因になることがあります。 

・ 振動や衝撃が加わる場所 
・ 直射日光のあたる場所 
・ 湿度やホコリが多い場所 
・ 熱を発生するものの近く 
・ 強い磁力電波が発生するものの近く（磁石、スピーカな

ど） 
・ 水気の多い場所（台所や浴室など） 

 

 

フロッピィ・ディスクなどアクセスランプ点灯中に電源を切った

り、ディスクをぬいたりしないでください。 
故障の原因になったり、データが消失するおそれがあります。 

注 意 

禁 止 

厳 守 

 

 

 ・本ソフトウェア・パッケージおよび本書は、株式会社アドバンテストの著作物です。 
 ・本ソフトウェア・パッケージおよび本書内容は、改良のため予告なく変更することがあります。 
 ・取扱説明書に書かれている注意事項も必ずお守りください。 
 
■責任について 
（１）本ソフトウェアの使用にあたっては、以下に掲げる事項を行ってはなりません。 
・ 本ソフトウェアを無断で複製すること、またリバースエンジニアリング、ディコンパイル、デ

ィスアセンブリ、翻案または改変をすること。 
・ 本ソフトウェアを本書で特定されている動作環境以外の動作環境で使用すること。 
・ 本ソフトウェアを第三者に使用させること。 

（２）弊社は、いかなる場合も、本ソフトウェア・パッケージの使用、使用不能から生じる直接、間

接、特別な損害（損害発生につき弊社が予見し、または予見し得た場合、及び損害が発生する可

能性があると告知されていた場合を含む）、お客様の逸失利益、および第三者のお客様に対する

損害賠償請求にもとづく損害について一切の責任を負いません。また、弊社は、第三者の権利の

侵害、商品性または特定目的への適合性について、明示または黙示を問わず一切の保証をいたし

ません。 
（３）本書または各種製品マニュアルの指示事項に従がわず使用された結果の他への影響につきまし

ては、一切の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 
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1 動作環境 
PCのシステム要件 
 

OS:     Microsoft Windows 98, 2000, XP 
PC:  DOS/V  Pentium 400MHz以上推奨 
Main Memory: 64MB以上推奨 
Display:  Super VGA (800 × 600) or higher-resolution monitor with 256 colors 
Interface:   ナショナルインスツルメンツ社の GPIB I/F Card 
HDD  インストール容量  700 k Bytes 
 
LabVIEWランタイムエンジン 6.1の英語版がインストールされていなければ、本ソフトウェアは
動作いたしません｡次の方法でインストールして下さい｡ 

(1) ナショナルインスツルメンツ社の FTPサイト 
    ftp://ftp.ni.com/support/labview/runtime/windows/6.1/ からLVRunTimeEng.exeをダウンロ
ードして下さい｡LVRunTimeEng.exeの容量は 14.5MByteです。 

(2) LVRunTimeEng.exeをクリックすると、LabVIEWランタイムエンジン 6.1の英語版がイン
ストールされます。インストールされるランタイムエンジンの容量は 8Mbyteです。 

 
 
使用する計測器 

U3751/71/72： 本体レビジョン B00以上 
             TGオプション（OPT74）が付いている事 
 
配布形態 
   CD-ROMや USBメモリ（またはダウンロード）で提供します。 
 
インストール方法 

(1) すべてのインストール用ファイルを、PC上の１つのデイレクトリにコピーして下さい。 
(2) デイレクトリの中にある setup.exeをクリックし、表示されるパネルに従ってインストールを実
行して下さい。 

 
以上でインストール終了です。本ソフトウェアがインストールされます。 
インストール終了後、PC上にコピーしたインストール用ファイルは削除しても問題ありません。 
その後、スタートメニューから Programs－＞ADVANTEST－＞Cableloss A00 を選択することによ
り、本ソフトウェアを実行することができます。 

 

1 

ftp://ftp.ni.com/support/labview/runtime/windows/6.1/
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2 概要 
このソフトウェアは、GPIBで U3751/71/72の TG（トラッキングジェネレータ）とノーマライズ機能
を制御しながら、選択された周波数帯域でのケーブルロス測定、アンテナの VSWR（電圧定在波比）
測定を行います。 
 
2-1 ケーブルロス測定 
 
 

PC 

TG O

 
 
 
 
 
 
 
 

Calibration Cable 
 
 

図 1 ケーブルロス測定概略図 
 
 
次の方法で、ケーブルロスを測定します。 
 

(1) U3751/71/72の周波数帯域を設定します。 
(2) U3751/71/72の入力端子と TG出力端子との間に、キャリブレー
の状態でシングルスイ－プを実行します。 

(3) このとき得られたトレースデータを、ノーマライズ用データとし
(4) ノーマライズをオンに設定します。そして U3751/71/72の入力端
ャリブレーションケーブルと被測定ケーブルを直列に接続します

特性を測定します。 
 

2 
U3751/71/72
INPUT 50Ω UTPUT 
Measurement Cable
GPIB Cable
ションケーブル接続します。こ

て U3751/71/72に保存します。 
子と TG出力端子との間に、キ
。そして被測定ケーブルのロス
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2-2 アンテナの VSWR測定 
 
 
 

 

TG OUTPUT INPUT 50Ω e

PC 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 アンテナ VSWR測定概略図
 
 
SWRブリッジを利用し、アンテナの VSWRを測定します。 
 

(1) U3751/71/72の周波数帯域を設定します。 
(2) U3751/71/72の入力端子とＴＧ出力端子間に SWRブリッジを
(3) SWR ブリッジをオープン状態にしてシングルスイ－プを実行
スデータを PCに読み込みます。（オープン補正のみの場合は

(4) ノーマライズの補正データとしてオープン状態とショート状
リッジをショート状態にしてシングルスイ－プを実行します

を PCに読み込み、オープン状態で読み込んだトレースデー
(5) 平均されたトレースデータを U3751/71/72に戻し、ノーマライ
す。 

(6) ノーマライズをオンに設定します。そして SWRブリッジにア
定します。 

 

3 
SWR 
 

接続します。 
します。このと

、ここから（６

態の 2 つを利用す
。このとき得られ

タと平均します。

ズ用の補正デー

ンテナを接続し
Antenna
U3751/71/72
GPIB Cabl
き得られたトレー

）へとぶ） 
る場合、SWR ブ
たトレースデータ

 
タとして保存しま

てその VSWRを測
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3 操作パネル 
 
3-1 パネル全体図 
このソフトウェアを起動したとき、図 3に示すパネルが表示されます。表 1にその内容を示します。 
 

 

パラメータ

設定部 波形グラフ 
表示部 

測定制御部 

マーカ表示部 

 
図 3 パネル全体図 

 
 

項 目 内 容 
波形グラフ表示部 設定された周波数帯域でのケーブルまた

のロス特性をグラフ表示します。 
パラメータ設定部 測定する信号のバンド（または周波数帯

キングジェネレータの出力レベル、レベ

を設定します。 
測定制御部 ノーマライズの実行と、リピート／シン

御します｡ 
セーブ／リコール部 パラメータ設定部の内容と、測定データ

コールします。 

制御部 
 

「3-2 制御部」参照 

アプリケーション終了 アプリケーションを終了します。 
マーカ表示部 

 
「3-4 マーカ表示部」参照 

マーカの表示／非表示を制御します。マ

して、任意の周波数でのレベル、VSWR値
連続最大値サーチ、連続最小値サーチが

 

表 1 メインパネルの内容 
 

4 
セーブ／リコ

ール部
アプリケー

ション終了

はアンテナ

域）、トラッ

ルの表示範囲

グル測定を制

をセーブ／リ

ーカの機能と

の読み取り、

あります。 
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3-2 制御部 
図 4に制御部を、表 2にその内容を示します｡ 
 

 

; Cable Loss/Antenna VSWR 測定する項目選択します。 

; 測定バンドを選択します。 

; Bandが USERでないとき、測定周波数範囲（Span）を指
定します。（Down +Upまたは Down +Upの約 2倍） 

; トラッキングジェネレータの出力レベルを入力します。  
 0.0 ～ -30.0dBm （分解能 0.1dBm） 

; 表示帯域を選択します。10, 20, 50, 100 dB 

；測定に必要なノーマライズ処理を実行します。

 
図 4 制御部 

 
 

；繰り返し測定、または単掃引測定を実行します。 
CALIBRATIONが終了してないときは実行不可能です。
（測定前に必ず CALIBRATIONを実行して下さい。） 
; Bandが USERのときは、直接周波数を入力できます。    
  10MHz ～ 3GHz 
5 
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項 目 機 能 
CALIBRATION このキーを押したとき、メニューMeasurement で選択されている測

定に対応するいくつかのパネルが表示します。これに従ってスペアナ

にキャリブレーションケーブルを接続してノーマライズ用データを

取得します。CANCEL キーを押さずに最後まで進んだとき、ノーマ
ライズをオンに設定して選択している測定を可能にします。 

REPEAT メニューMeasurementで選択されている測定を繰り返し実行します。
ただし CALIBRATION キーを押してノーマライズを実行しておかな
ければ、メッセージを表示し、測定を実行しません。 

SINGLE メニューMeasurement で選択されている測定を 1 回実行します。こ
の場合も CALIBRATION キーを押してノーマライズを実行しておか
なければ、メッセージを表示し、測定を実行しません。 

REPEATキー、SINGLEキー
右側のランプ 

測定中緑色に点灯します。 

SAVE 設定パラメータとトレースデータを、CSV 形式で指定したテキスト
ファイルに記録します。 

RECALL ファイル選択用のパネルを表示します。そして選択したファイルに記

録されている設定パラメータとトレースデータが再現されます。 
EXIT アプリケーションを終了します。 

 
表 2 制御部の内容 

 
測定する周波数帯域は Band、Link（ただし Bandが USERに設定されているときは Start F、Stop F）
により設定します。Bandが USER以外のとき、Start Fおよび Stop Fは規格で定められている周波数
帯域より約 10%程度広めに設定しています。各 Band の規格で定められている周波数帯域と、このソ
フトウェアでの測定周波数帯域は次の通りです。さらに、Link(Span)で Wide Band を設定すると、こ
の 2倍の測定周波数範囲となります。 
 

Band Standard F (MHz) Setting F (MHz) Span 
  Start Stop Start Stop   

GSM 450 450.40 467.60 449.00 469.00 20.00 
GSM 480 478.80 496.00 477.00 497.00 20.00 
GSM 850 824.00 894.00 820.00 898.00 78.00 
GSM 900 876.00 960.00 871.00 965.00 94.00 
DCS 1800 1710.00 1880.00 1700.00 1890.00 190.00 
DCS 1900 1850.00 1990.00 1840.00 2000.00 160.00 
IS-136 800 824.00 894.00 820.00 898.00 78.00 

IS-136 1900 1850.00 1990.00 1840.00 2000.00 160.00 
W-CDMA 1920.00 2170.00 1910.00 2180.00 270.00 

cdma2000 BC-0 824.04 893.97 820.00 898.00 78.00 
cdma2000 BC-1 1850.00 1989.95 1840.00 2000.00 160.00 

      

   (* UpLink + DownLink)    

 
表 3 規格に定められている周波数帯域と本ソフトウェアでの測定帯域 

 

6 
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3-3 セーブ／リコール部 
次の内容を CSV形式のテキストファイル（***.csv）でセーブ／リコールします。 
 
(1) このソフトウェアの名称：Cable Loss and Antenna VSWR for U3751/71/72 
(2) このソフトウェアのレビジョン：A00 
(3) 測定内容：Cable Loss/Antenna VSWR 
(4) 各測定項目毎の設定内容 

(4-1) バンド：GSM 450、USER等 
(4-2) リンク：Down +Up, Wide Span 
(4-3) スタート周波数 
(4-4) ストップ周波数 
(4-5) TG出力レベル 
(4-6) ディスプレイレンジ 

(5) 各測定項目毎に取得したデータ 
(5-1) データを取得した時間 
(5-2) トレースデータ 

 
図 5にセーブされたファイルの一例を示します｡ 
 
 A B C D E 

1 Cable Loss and Antenna VSWR for U3751/71/72  

2      

3 Application Version A00  User's Comment This is Test. 

4      

5 Measurement Antenna VSWR    

6      

7      

8 Cable Loss   Antenna VSWR  

9      

10 Band W-CDMA  Band W-CDMA 

11 Link Down+Up  Link Down+Up 

12 Start F 1910.000 MHz  Start F 1910.000 MHz 

13 Stop F 2180.000 MHz  Stop F 2180.000 MHz 

14 RF Output -10.0 dBm  RF Output -10.0 dBm 

15 Display Range 50 dB  Display Range 50 dB 

16      

17 Date and Time 2005/10/5 13:29  Date and Time 2005/10/5 13:30

17 Graph Data -4.953125  Graph Data -20.75

19  -4.945312   -20.699219

20  -4.9375   -20.746094

21  -4.925781   -20.78125

22  -4.925781   -20.726562

23  -4.921875   -20.777344

 
図 5 セーブされたファイル例 
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3-4 マーカ表示部 
図 6に測定データがあるときのマーカ表示部を、表 3にその内容を示します｡ 
 
現在のマーカの情報（周波数、レベル、VSWR）を表示するほかに、表示されている波形 1001ポイン
ト中の最大値、最小値、平均値を表示します。（Max, Min, Avg）。 
Max PK、Min PKは、最大値または最小値を連続サーチするスイッチです。これはどちらか一方をオン
に設定できます｡両方ともオフの場合は、Marker Positionで指定されているポイントにマーカが置かれ、
その周波数とレベルの値がマーカ表示部に表示されます。 
SS（Step Size）はマーカ移動のステップサイズで、1、10、100から選択できます。これは Marker Position
をアップダウンキーを使って設定するときに使います。 
 

 

 
図 6 マーカ表示部 

 
 

項 目 機 能 
Marker ON / Marker OFF 波形グラフ上のマーカの表示／非表示を制御します。 
Max PK 表示される波形 1001ポイント中の最大値を連続サーチします。 

これがオンのとき、Min PKはオフになります。 
Min PK 表示される波形 1001ポイント中の最小値を連続サーチします。 

これがオンのとき、Max PKはオフになります。 
Marker Position マーカ表示位置を設定します。設定範囲は 0～1000です。 

Max PK、Min PKが共にオフのときに有効です。 
SS Marker Position をアップダウンキーで変えるときのサイズを選択しま

す。1、10、100から選択できます。 
Frequency マーカの周波数値を表示します。 
Level マーカのレベル値を表示します。 
Max 表示されている波形 1001ポイント中の最大値を表示します。 
Min 表示されている波形 1001ポイント中の最小値を表示します。 
Avg 表示されている波形 1001ポイントの平均値を表示します。 

 
表 4 マーカ表示部の内容 
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4 ケーブルロス測定 
図１の Measurementを Cable Lossに設定して測定します。 
始めに CALIBRATION キーを押します。そのときに順次表示されるパネルに従って、U3751/71/72 の
TG 出力端子と入力端子間の接続状態を変えながらノーマライズ設定を行います｡CANCEL キーを押さ
ずに正常に CALIBRATIONを実行すると、REPEATキーまたは SINGLEキーを押してケーブルロスを
測定できるようになります。 
 
図 7に CALINRATIONキーを押したときのフローを示します｡ 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1)

行

 
 
 
 

図

 

Calibration Cable接続
7 
CALIBRATION実
U3751/71/72設定
 

 

(2)

(3) 

 

フ

能

(4)

ケーブル測定における CALIBRATION

9 
測定可
ノーマライズ設定
ノーマライズをオ
被測定Cable接続
実行時のフロー 
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以下に詳細に説明します｡ 
 
(1) CALIBRATIONキーを押したとき、接続されている U3751/71/72に次の設定を行います｡ 

・ U3751/71/72をプリセットします。 
・ 選択されている Band と Link からスタート周波数とストップ周波数を設定します。Band が

USERに設定されている場合は、ユーザの入力した周波数を設定します。 
・ デイテクタを Positiveに設定します。 
・ Display Rangeから、dB/divを設定します。 

dB/div  =  Display Range / 10 
・ TGの出力レベルがリファレンスレベルから 1div分下になるように、リファレンスレベルを設
定します。 

Ref. Level = TG Level + dB/div 
・ ディスプレイラインを TGの出力レベルの位置に表示します。 
・ TGの出力レベルを設定し、これをオンにします｡ 

 
(2) Calibration Cable接続のパネルを表示し、TGの出力端子と入力端子との間にキャリブレーション
ケーブルを接続するようにします。 
その後 OKキーを押したときは、(3)に移ってノーマライズ設定を行います。 
パラメータ変更などで CALIBRATUIONを取り消したいときは、CANCELキーを押して下さい。こ
のとき Calibration Cable接続のパネルを閉じて、メインパネルに戻ります。 
 

(3) TG の出力端子と入力端子との間にキャリブレーションケーブルを接続した状態で、スイ－プを実
行します。 
その後ピークサーチを実行し、設定されている TGの出力レベルとの差分だけリファレンスレベル
を調整します。 
再びスイ－プを実行します。このとき得られたトレースデータをノーマライズ用補正データとして

保存すると共に、ノーマライズをオンに設定します。 
 

(4) 被測定ケーブル接続のパネルを表示し、TG の出力端子と入力端子との間にキャリブレーションケ
ーブルと被測定ケーブルを直列に接続するようにします。 
その後 OKキーを押したときは、REPEATキーまたは SINGLEキーを押してケーブルロス測定が実
行できるようになります。 
取り消すときは CANCEL キーを押して下さい。このときノーマライズをオフにして、被測定ケー
ブル接続のパネルを閉じます。そしてメインパネルに戻ります｡ 

 
 

10 



ケーブルロス、アンテナ VSWR測定ソフトウェア 
 

 
 5 アンテナ VSWR測定 
図１の Measurementを Antenna VSWRに設定して測定します。 
始めに CALIBRATION キーを押します。そのときに順次表示されるパネルに従って、U3751/71/72 の
TG出力端子と入力端子の間に接続されている SWRブリッジをオープン、ショートにしながらノーマ
ライズ設定を行います｡CANCEL キーを押さずに正常に CALIBRATION を実行すると、REPEAT キー
または SINGLEキーを押してアンテナ VSWRを測定できるようになります。 
 
図 8に CALINRATIONキーを押したときのフローを示します｡ 
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以下に詳細に説明します｡ 
 
(1) CALIBRATIONキーを押したとき、接続されている U3751/71/72に次の設定を行います｡ 

・ U3751/71/72をプリセットします。 
・ 選択されている Band と Link からスタート周波数とストップ周波数を設定します。Band が

USERに設定されている場合は、ユーザの入力した周波数を設定します。 
・ ディテクタを Positiveに設定します。 
・ Display Rangeから、dB/divを設定します。 

dB/div  =  Display Range / 10 
・ TGの出力レベルがリファレンスレベルから 1div分下になるように、リファレンスレベルを設
定します。 

Ref. Level  =  TG Level + dB/div 
・ ディスプレイラインを TGの出力レベルの位置に表示します。 
・ TGの出力レベルを設定し、これをオンにします｡ 

 
(2) SWRブリッジがオープン状態のパネルを表示し、TGの出力端子と入力端子の間に接続されている

SWRブリッジをオープン状態にするようにします。 
 
その後 OKキーを押したときは、以下の処理を行います｡ 
・ スイ－プを実行します。 
・ ピークサーチを実行し、設定されている TGの出力レベルとの差分だけリファレンスレベルを
調整します。 

・ 再びスイ－プを実行します。 
・ このとき得られたトレースデータを PCに読み込みます。 
・ (3)に移ります。 

 
取り消すときは CANCEL キーを押して下さい。このとき SWR ブリッジがオープン状態のパネル
を閉じて、メインパネルに戻ります。 

 
(3) SWRブリッジがショート状態のパネルを表示し、SWRブリッジをショート状態にするようにしま
す。 
 
その後 SHORTキーを押したときは、以下の処理を行います｡ 
・ スイ－プを実行します｡ 
・ このとき得られたトレースデータを PCに読み込み、(2)で読み込んだトレースデータと平均し
ます。 

・ 平均したトレースデータを U3751/71/72 に転送し、ノーマライズ用補正データとして保存し
ます。 

・ (4)に移ります｡ 
 
PASSキーを押したときは、以下の処理を行います｡ 
・ (2)の 2 回目のスイ－プで得られたトレースデータを、ノーマライズ用補正データとして保存
します 

・ (4)に移ります｡ 
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取り消すときは CANCEL キーを押して下さい。このとき SWR ブリッジがショート状態のパネル
を閉じて、メインパネルに戻ります。 

 
(4) ノーマライズをオンに設定します。 

 
(5) SWRブリッジにアンテナを接続したパネルを表示し、SWRブリッジにアンテナを接続するように
します。 
その後 OKキーを押したときは、REPEATキーまたは SINGLEキーを押してアンテナ VSWR測定
が実行できるようになります。 
取り消すときは CANCELキーを押して下さい。このときノーマライズをオフにして、SWRブリッ
ジにアンテナを接続したパネルを閉じます。そしてメインパネルに戻ります。 

 
 
 
注）U3751/71/72から読み込んだロスの相対値 Loss(dB)と VSWR値との関係は次のようになっていま
す。rは、dB値をノーマライズ用補正データに対する電圧比に変換した値です。 
 
  Loss  = 20.0 × log r 
  VSWR = (1+r) / (1- r) 
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